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卒
業
の
門
出
を
祝
福
―

４月号の主な掲載記事
☑令和2年度卒業式フォトレポート　� 　P. 2

☑特集「おもせえがら、

　　　　行ってみライブラリー。」　� 　P. 4

☑令和3年度当初予算　� 　P.12

☑新型コロナウイルス感染症対策事業　� 　P.18



　

３
月
９
日（
火
）に
、
春
の

訪
れ
を
感
じ
さ
せ
る
穏
や
か

な
天
気
の
下
、
涌
谷
中
学
校

の
第
６
回
卒
業
式
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　

新
井
校
長
は
、「
皆
さ
ん

は
不
平
不
満
を
言
う
こ
と
な

く
、
で
き
る
こ
と
、
や
ら

ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
精
い
っ

ぱ
い
や
っ
て
き
ま
し
た
。
そ

の
姿
を
見
る
た
び
に
大
し
た

３
年
生
だ
と
思
う
と
と
も
に
、

３
年
間
の
皆
さ
ん
の
成
長
を

強
く
感
じ
ま
し
た
」
と
式
辞

し
、
在
校
生
か
ら
の
送
辞
で

は
、
コ
ロ
ナ
禍
の
制
限
が
あ

る
学
校
生
活
の
中
で
示
し
た

底
力
へ
の
憧
れ
が
述
べ
ら
れ

て
い
ま
し
た
。

　

先
だ
っ
て
行
わ
れ
た
卒
業

証
書
授
与
で
は
、
そ
の
式
辞

に
違
わ
ぬ
堂
々
と
し
た
姿
で
、

大
き
な
声
で
返
事
を
し
、し
っ

か
り
と
受
け
取
っ
て
い
ま
し

た
。

　

式
の
最
後
に
、
３
年
間
の

学
校
生
活
で
紡
い
で
き
た

「
絆き

ず
な

」
を
こ
れ
か
ら
も
続
く

こ
と
を
祈
念
し
、「
絆
」
と
い

う
楽
曲
を
合
唱
。
高
校
受
験

と
コ
ロ
ナ
禍
で
限
ら
れ
た
練

習
で
し
た
が
、
調
和
し
た
歌

声
が
式
場
に
響
き
ま
し
た
。

　新型コロナウイルス感染症の影響で大き
な制限を強いられた1年間。
　昨年に続き、卒業式・卒園式までもが出
席者が制限されるなど、異例の形で執り行
われましたが、子どもたちはひと回りもふ
た回りも成長した姿を示しました。

《写真解説》
①希望に満ちた瞳で卒業
証書を受け取る
②美しい花々が卒業証書
の授与を祝福
③式典の最後に卒業生か
ら恩師たちにサプライズ
の花束贈呈
④卒業の門出に向けて一
歩ずつ力強く前進
⑤コロナ禍における異例
の中学校生活で3年生が
示してくれた最上級生と
しての姿への感謝が込め
られた送辞

⑤ ①

④

③

②

広 報 わ く や 令和3年4月1日発行 ― 2 ―



　

３
月
18
日（
木
）に
は
、
涌

谷
町
立
の
幼
稚
園
・
こ
ど
も

園
で
修
了
式
が
行
わ
れ
ま
し

た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
の
予
防
の
た
め
、
式
典

中
の
大
部
分
の
時
間
、
修
了

す
る
園
児
た
ち
は
マ
ス
ク
を

着
用
し
て
い
ま
し
た
が
、
修

了
証
書
授
与
や
記
念
合
唱
と

い
っ
た
晴
れ
の
舞
台
の
際
に

は
一
時
的
に
マ
ス
ク
を
外
し
、

成
長
し
た
姿
を
参
列
し
て
い

た
保
護
者
の
皆
さ
ん
に
し
っ

か
り
と
示
し
ま
し
た
。

　

ま
た
、
18
日（
木
）に
宮
城

県
独
自
の
緊
急
事
態
宣
言
が

発
令
さ
れ
ま
し
た
が
、
予
定

通
り
翌
19
日（
金
）に
、
涌
谷

町
立
の
小
学
校
３
校
で
卒
業

式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

　

卒
業
証
書
の
授
与
や
卒
業

記
念
合
唱
な
ど
の
思
い
出
と

な
る
場
面
に
お
い
て
も
マ
ス

ク
の
着
用
を
徹
底
す
る
制
限

が
伴
い
ま
し
た
が
、
氏
名
点

呼
や
歌
声
に
、
中
学
校
へ
の

進
学
に
対
す
る
意
思
が
力
強

く
表
れ
て
い
ま
し
た
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
卒
業
式
で
し

た
が
、
印
象
深
い
思
い
出
と

な
っ
た
こ
と
で
し
ょ
う
。

《写真解説》⑩保護者・
在校生に拍手で見送られ
る（箟岳白山）⑪淑やかな
風格が漂う卒業証書授与

（月将館）⑫マスクをつけ
ていても思いが伝わって
くる卒業合唱（涌谷第一）

《写真解説》⑥恩師に見
送られ小学校生活へ前進

（ののだけ）⑦背筋をピン
と伸ばして修了証書を受
け取る（さくらんぼ）⑧幼
稚園最後の記念合唱（涌
谷）⑨修了証書と感謝の
気持ちを携えて（涌谷南） ⑥

⑧

⑨

⑪

⑫

⑩

⑦
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ら
い
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善
意
が
詰
ま
っ
た
図
書
室

　

図
書
室
は
、
東
日
本
大
震

災
で
全
壊
し
た
旧
涌
谷
公
民

館
か
ら
、
平
成
30
年
４
月
に

「
ワ
ク
ワ
ク
来
ぶ
ら
り
」
と

し
て
移
設
再
建
さ
れ
た
も
の

で
す
。

　

司
書
な
ど
の
有
資
格
者
を

中
心
と
し
た
図
書
室
再
開
委

員
会
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ

ん
が
、
１
年
間
以
上
の
時
間

を
か
け
て
図
書
の
再
分
類
や

ク
リ
ー
ニ
ン
グ
に
携
わ
っ
て

い
た
だ
く
こ
と
で
再
開
で
き

ま
し
た
。

す
力
』
『
国
語
の
知
識
等
』

の
い
ず
れ
に
も
か
か
わ
り
、

こ
れ
ら
の
力
を
育
て
る
上
で

中
核
に
な
る
も
の
で
あ
る
」

と
あ
り
、
読
書
が
国
語
力
を

高
め
る
上
で
重
要
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
は
、
目
に
見

え
な
い
ウ
イ
ル
ス
か
ら
受
け

る
ス
ト
レ
ス
に
よ
っ
て
ネ
ガ

テ
ィ
ブ
な
思
考
に
陥
り
が
ち

で
す
。
自
宅
で
過
ご
す
時
間

に
、
書
籍
に
向
き
合
う
こ
と

で
、
新
た
な
知
識
を
得
た
り
、

物
語
の
世
界
に
思
い
を
は
せ

る
こ
と
で
、
ス
ト
レ
ス
が
緩

和
さ
れ
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

涌
谷
公
民
館
の
図
書
室

「
ワ
ク
ワ
ク
来
ぶ
ら
り
」
に

は
、
小
説
や
図
鑑
、
児
童
書
、

専
門
書
な
ど
、
皆
さ
ん
の
読

書
欲
を
満
た
せ
る
９
千
冊
の

蔵
書
が
あ
り
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
の
今
だ
か
ら
こ

そ
、
頭
と
心
の
栄
養
補
給
と

し
て
家
族
そ
ろ
っ
て
読
書

に
向
き
合
う
時
間
を
意
識
的

に
作
っ
て
み
て
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
が
流
行
す
る
中
、
日
常

の
過
ご
し
方
も
大
き
く
変
わ

り
ま
し
た
。

　

外
出
が
制
限
さ
れ
、
自
宅

に
こ
も
り
、
パ
ソ
コ
ン
や
ス

マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
、
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
、
Ｓ

Ｎ
Ｓ
な
ど
に
没
頭
す
る
人
も

少
な
く
あ
り
ま
せ
ん
。
そ

う
い
っ
た
生
活
が
イ
ン
タ
ー

ネ
ッ
ト
や
ゲ
ー
ム
な
ど
へ
の

依
存
症
を
引
き
起
こ
す
こ
と

も
懸
念
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
読
書
離
れ
も
深
刻

で
す
。
平
成
30
年
度
「
国
語

に
関
す
る
世
論
調
査
（
文

化
庁
）
」
に
よ
る
と
、
47
・

3
％
の
人
が
「
1
ヵ
月
に

１
冊
も
本
を
読
ま
な
い
」
、

67
・
3
％
の
人
が
「
読
書
量

が
減
っ
て
い
る
」
と
回
答
し

て
い
ま
す
。

　

一
方
で
、
文
部
科
学
省
の

文
化
審
議
会
答
申
（
平
成
16

年
２
月
）
で
は
、
「
読
書

は
、
国
語
力
を
構
成
し
て
い

る
『
考
え
る
力
』
『
感
じ
る

力
』
『
想
像
す
る
力
』
『
表

  

一
冊
ず
つ
丁
寧
に
汚
れ
を
落
と
す
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　涌谷公民館図書室「ワクワク来ぶらり」では、利用者の皆さん
が楽しく便利にまだ見ぬ本と新たに出会えるように、そして、コ
ロナ禍の今だからこその安全・安心にも配慮し、利用者の皆さん
が読書に臨めるように、図書室スタッフがさまざまな工夫をして
います。
　その取り組みの一端をご紹介します。

ワ
ク
ワ
ク
企
画
１

今
が
旬
！
特
設
コ
ー
ナ
ー

　

１
、２
ヵ
月
ご
と
に
、
季

節
や
バ
レ
ン
タ
イ
ン
な
ど
の

行
事
を
テ
ー
マ
と
し
て
、
お

す
す
め
の
図
書
を
紹
介
す
る

コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ
て
い

ま
す
。
例
え
ば
、
夏
休
み
時

に
は
、
読
書
感
想
文
に
推
奨

さ
れ
る
図
書
を
紹
介
し
て
い

ま
す
。
ま
た
、
新
刊
だ
け
で

は
な
く
、
専
門
書
な
ど
普
段

は
書
棚
に
埋
も
れ
て
い
る
本

を
紹
介
す
る
機
会
と
も
し
て

い
ま
す
。

　

そ
の
他
に
も
、
近
年
の
文

学
賞
な
ど
を
参
考
に
し
た
ト

レ
ン
ド
を
取
り
入
れ
た
図
書

紹
介
コ
ー
ナ
ー
が
設
け
ら
れ

て
い
ま
す
。

ワ
ク
ワ
ク
企
画
２

お
す
す
め
情
報
満
載
！

手
書
き
Ｐポ

ッ

プ
Ｏ
Ｐ（
※
）

　

お
す
す
め
の
図
書
に
は
、

ス
タ
ッ
フ
が
実
際
に
読
ん
で

感
じ
た
、
利
用
者
の
本
選
び

の
参
考
に
な
る
コ
メ
ン
ト
を

手
書
き
し
た
Ｐ
Ｏ
Ｐ
を
設
置

し
、
利
用
者
の
読
書
欲
を
刺

激
し
ま
す
。

ワ
ク
ワ
ク
企
画
３

本
好
き
の
意
見
を
シ
ェ
ア
！

み
ん
な
の
お
す
す
め
本

　

利
用
者
の
声
を
運
営
に
生

か
す
た
め
、
利
用
者
が
感
動

し
た
り
お
も
し
ろ
い
と
感
じ

た
お
す
す
め
本
の
情
報
を
収

集
す
る
用
紙
を
用
意
し
て
い

ま
す
。
寄
せ
ら
れ
た
お
す
す

め
本
の
情
報
は
図
書
室
内
に
※POPとは、「point of purchase」の略称で、店頭・

店内などの売り場に設置する広告。 広 報 わ く や 令和3年4月1日発行 ― 6 ―



掲
示
さ
れ
、
利
用
者
同
士
の

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
に
も

生
か
さ
れ
て
い
ま
す
。

安
全
安
心
に

利
用
で
き
る
よ
う
に
！

コ
ロ
ナ
感
染
症
対
策

　

図
書
室
内
で
の
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防

止
を
図
る
た
め
、
利
用
者
が

入
退
室
の
際
に
手
指
の
消
毒

が
で
き
る
よ
う
、
ア
ル
コ
ー

ル
消
毒
液
を
置
い
て
い
る
ほ

か
、
図
書
室
ス
タ
ッ
フ
が
本

棚
や
テ
ー
ブ
ル
、
返
却
さ
れ

た
本
の
除
菌
対
応
を
し
て
い

ま
す
。

　

ま
た
、
三
密
を
回
避
す
る

た
め
、
図
書
室
の
利
用
時
間

を
１
回
に
つ
き
30
分
に
制
限

し
、
図
書
室
内
の
椅
子
同
士

の
間
隔
を
空
け
て
い
ま
す
。

学
習
室
も
あ
り

Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
も

完
備
！

　

学
生
の
学
習
に
適
し
た
落

ち
着
い
た
印
象
の
静
か
な
学

習
室
も
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
館
内
に
は
利
用
料

無
料
の
便
利
な
フ
リ
ー
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
も
あ
り
ま
す
。

髙
たか

橋
はし

 詩
し

歩
ほ

さん（スタッフ歴 1年）
好きな本のジャンル：図鑑、心理学系図書

星
ほし

 千
ち

鶴
づる

さん（スタッフ歴 6ヵ月）
好きな本のジャンル：小説

髙橋さんのおすすめ図書
●消滅絶景
今となっては見られなくなった風景の過去と現
在の写真を対比。そこに暮らす動物なども掲載
されていて、貴重な風景を楽しめます。
●うろんな客
大人向けの絵本で、独特な雰囲気で始まり、最
後はどのようになってしまうんだろうとのめり
込んでいってしまう一冊です。

星さんのおすすめ図書
●しゃばけ
時代小説の初心者でも、若い人からシニアの皆
さんまで、読み易くておすすめです。
●はらぺこあおむし
絵本ですが、色彩や世界観が豊かで、大人でも
楽しめます。小さなお子さんにとっては、数字
や曜日が出てくるので、楽しみながらお勉強で
きるので、子育て中の親子にぴったりです。
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親子で読むのに
ちょうどイイかも

読
書
欲
を
刺
激
す
る

新
刊
を
そ
ろ
え
て
ま
す

　
涌
谷
公
民
館
図
書
室
で
は
、

「
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
症
対
応
地
方
創
生
臨
時

交
付
金
」
を
活
用
し
、
町
民

の
皆
さ
ん
の
お
う
ち
時
間
を

豊
か
に
す
る
た
め
に
、
令
和

２
年
度
に
お
い
て
、
新
た
に

６
３
４
冊（
一
般
書
２
７
１

冊
・
児
童
書
３
６
３
冊
）の

新
刊
を
購
入
し
て
い
ま
す
。

　

購
入
し
た
本
は
、
芥あ

く
た

川が
わ

賞

や
直
木
賞
、
本
屋
大
賞
、「
こ

の
ミ
ス
テ
リ
ー
！
が
す
ご

い
」
大
賞
な
ど
の
大
人
向
け

の
一
般
書
の
ほ
か
、
学
習
教

材
に
も
な
る
日
本
・
世
界
の

歴
史
マ
ン
ガ
シ
リ
ー
ズ
全
集

や
図
鑑
な
ど
、
特
に
人
気
の

あ
る
図
書
を
そ
ろ
え
ま
し
た
。

　

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

感
染
リ
ス
ク
に
お
び
え
な
が

ら
遠
方
の
図
書
館
を
利
用

す
る
よ
り
も
、
蔵
書
が
充
実

し
た
涌
谷
公
民
館
図
書
室
が
、

読
書
好
き
の
皆
さ
ん
の
読
書

欲
を
満
た
し
て
く
れ
る
は
ず

で
す
。
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利
用
し
な
い
の
は
損
！

ワ
ク
ワ
ク
来
ぶ
ら
り　

　

外
出
控
え
で
、
図
書
室
の

利
用
者
は
減
少
傾
向
に
あ
り

ま
す
が
、
皆
さ
ん
に
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
よ
う
な
企
画
を

考
案
し
な
が
ら
、
運
営
を
し

て
い
ま
す
。

　

コ
ロ
ナ
禍
で
疲
れ
た
心
と

頭
の
栄
養
補
給
に
、
図
書
室

に
出
か
け
て
み
ま
し
ょ
う
。

石
いし

川
かわ

とみ子
こ

さん（大谷地区・利用頻度：2週間に1回程度）

匿
とく

名
めい

さん（女性・60代・脇区・利用頻度：2週間に1回程度）

稲
いな

川
がわ

雄
たけ

久
ひさ

さんファミリー
（八雲区・利用頻度：2週間に1回程度）

　幼い頃からずっと活字中毒で、新たな知識を得るために、本を
読み続けています。電子書籍などもありますが、紙の本の方が好
きです。最近は、日本文学に挑戦中で、新たな現代語訳の表現を
じっくりと読み込んで楽しんでいます。その他にも、子育て中に
読んだ絵本を読み直して、懐かしみながら、当時は気づかなかっ
た新たな発見をしています。

　新型コロナウイルス感染症の流行や厳しい冬が重なり、出かけ
ることが自由にできなくなってしまったことで、元々の本好きが
よみがえり、利用するようになりました。主に、おすすめ特設展
示されている新刊の小説を借りています。今の若い作家さんたち
がどんなものを書いているのか、その若い感性から刺激をもらっ
ています。

　知人に「子どもには、感性を育むために一流
のものに触れさせた方が良い」と言われたこと
をきっかけに、長男が4歳頃から図書館を利用し
ています。初めは他の図書館に通っていました
が、子どもたちが読む本で人気のものは、予約
がいっぱいでしばらく借りられないことが多く、
また、新型コロナウイルス感染症の心配もある
ので、涌谷の図書室を利用するようになりました。
　休みの日にしか来れないので、身近にある上
に、本が充実していて便利です。
　もっと多くの人に利用してもらえる場所だと
思います。

涌谷公民館図書室
ワクワク来ぶらり
住所：涌谷町字下道69-1
電話番号：25-5501
開館時間：10時～18時
休室日：毎週水曜（水曜日が
祝日の場合翌日）と年末年始
貸し出し冊数：1人5冊
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令和3年4月1日に就任
副町長に高

た か

橋
は し

宏
ひ ろ

明
あ き

氏・教育長に柴
し ば

有
ゆ う

司
じ

氏
　令和3年3月31日付けで、副町長の田

た

代
しろ

浩
こ う

一
い ち

氏と涌
谷町教育委員会教育長の佐

さ

々
さ

木
き

一
か ず

彦
ひ こ

氏が辞職したこと
に伴い、新たに高橋宏明氏（写真左）が副町長に、柴有
司氏（写真右）が教育長として、議会の同意を得て町長
から任命されました。
　副町長の高橋宏明氏の任期は、令和3年4月1日から
4年となります。教育長の柴有司氏の任期は前教育長
の残任期間となるため、令和3年4月1日から令和4年
11月28日までとなります。

安全安心な中学校生活のために
狩
か

野
の

堯
た か

生
お

氏からハンディLEDライトを寄附
　2月8日（月）に、狩野堯生氏から、コロナ禍において
受験勉強に励む涌谷中学校の3年生と先生方に対して、
ハンディタイプのLEDライト164個を寄附されました。
　例年は学校行事への出席や中学生が町内各地域に出
向いて行われている防災学習などがコロナ禍の影響で
中止となっているため、中学生と会う機会が減り、中
学校との交流が希薄となっている現状を憂い、地域と
のつながりを絶やさないようにするために、寄附され
ました。

行方不明者の捜索に尽力
遠田警察署から涌谷町消防団に感謝状
　2月18日（木）に、遠田警察署から涌谷町消防団に対
して、感謝状が贈呈されました。
　今回の感謝状は、2月に発生した行方不明者の捜索
に対して、涌谷町消防団が出動し、その発見した功労
に対して贈られたものです。
　涌谷町消防団では、日頃の火災予防活動や消火活動、
水防活動に加えて、行方不明者の捜索など、安全・安
心なまちづくりに尽力しています。

宝くじ社会貢献広報事業の助成金を活用
3区自治会が桜町公会堂を建て替え
　3区自治会が、地域コミュニティ活動を継続的かつ
円滑に行うため、財団法人自治総合センター「令和2
年度宝くじ社会貢献広報事業」の助成を活用し、老朽
化した桜町公会堂を建て替えました。
　今後は、さまざまな地域イベントや世代間交流など
の場に活用することで、より一層充実した地域コミュ
ニティ活動が期待されます。宝くじ社会貢献広報事業
への問い合わせは、まちづくり推進課（☎43－2119）
にお願いします。
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